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令 和 ６ 年 度  建 設 経 済 環 境 委 員 会 行 政 視 察 報 告 書  

◎ 実 施 日 ： 令 和 ６ 年 ４ 月 １ ７ 日 （ 水 )～ ４ 月 １ ９ 日 （ 金 ）  

◎ 参 加 者 ： 佐 藤   浩 (委 員 長 ）   

     坂 巻  重 男  助 川  忠 弘  橋 口  幸 生  田 口  康 博  

     岡 田  智 佳  松 本  寛 道  上 橋 し ほ と  

◎ 調 査 内 容   

実 施 日  視 察 先  視 察 項 目  

４ 月 １ ７ 日  
長 崎 県  

長 崎 市  
地 域 新 電 力 に つ い て  

 

 長 崎 市 は ， 長 崎 県 の 南 部 に 位

置 し ， 人 口 約 39 万 8,000 人 ，

面 積 405.69 平 方 キ ロ メ ー ト ル

の 中 核 市 で あ る 。 脱 炭 素 な 街 づ

く り を 目 的 と し て 2020 年 ２ 月

に 誕 生 し た 「 株 式 会 社 な が さ き

サ ス テ ナ エ ナ ジ ー （ 以 下 「 Ｎ Ｓ

Ｅ 」 )」 の 概 要 や 効 果 ， 課 題 に

つ い て 詳 細 に 説 明 い た だ い た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 設 立 目 的 に つ い て は ， 長 崎 市

に お け る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の

地 産 地 消 に よ る CO₂削 減 と 新 た

な 脱 炭 素 事 業 の 創 出 を 目 指 す こ

と で あ り ， 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

を 活 用 し た エ ネ ル ギ ー の 地 産 地

消 ・ 資 金 の 地 域 内 循 環 の 仕 組 み

を 確 立 す る 役 割 を 果 た し て い る 。  

 

 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 電 源 に つ い て は ， 市 が リ ー ス 方 式 の 直 営 で 運

営 し て い る 「 三 京 メ ガ ソ ー ラ ー 」， 一 部 の 市 立 学 校 等 の 屋 根 に 設 置

し て い る 小 規 模 太 陽 光 ， 西 工 場 と 東 工 場 の 廃 棄 物 発 電 で 発 電 さ れ た

再 エ ネ 電 力 を 全 量 調 達 し て い る 。 Ｆ Ｉ Ｔ 発 電 分 に 関 し て は ， 送 配 電

事 業 者 か ら の 特 定 卸 供 給 に よ り 全 量 を 調 達 し ， 非 Ｆ Ｉ Ｔ 分 に 関 し て

は ， 長 崎 市 と Ｎ Ｓ Ｅ と の 相 対 契 約 に よ っ て 調 達 し て い る 。 ま た ， 電

力 市 場 の 高 騰 に 伴 う 調 達 コ ス ト の 上 昇 に よ り ， Ｎ Ｓ Ｅ の 独 自 調 整 費

(燃 料 費 調 整 制 度 に よ る も の ） を 設 定 し て い る 。 な お ， Ｎ Ｓ Ｅ の 調
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達 電 源 構 成 の 約 ４ 割 が 非 Ｆ Ｉ Ｔ 電 源 で あ り ， 市 場 価 格 に 影 響 を 受 け

な い こ と か ら ， 電 力 市 場 の 高 騰 の リ ス ク ヘ ッ ジ と な っ て い る 。 調 達

電 源 で あ る 廃 棄 物 工 場 で は ， 原 則 24 時 間 ご み を 焼 却 し 発 電 を し て

い る が ， Ｎ Ｓ Ｅ の 電 力 供 給 先 が 市 の 公 共 施 設 を 対 象 に し て い る た め ，

夜 間 に は 余 剰 電 力 が 発 生 し ， 市 場 価 格 で 売 電 し て い る 。  

 

 長 崎 市 の 電 気 料 金 は ， 令 和 ５

年 度 に は 九 州 電 力 株 式 会 社 と 比

較 し て 約 26％ ， 約 ２ 億 930 万 円

の 削 減 が 図 ら れ ， ま た ， 令 和 ４

年 度 の CO₂削 減 効 果 に つ い て も 約

10,000t の 削 減 量 と な っ た が ， こ

れ は 2030 年 ま で の 削 減 目 標 の 約

１ ％ 分 に と ど ま っ て い る と い う 。  

  

従 業 員 数 に つ い て は ， 経 営 ・ 人

事 ・ 各 事 業 に 関 す る こ と な ど を 行

う 本 部 長 １ 名 ， 経 理 ・ 請 求 書 発 行

に 関 す る こ と な ど を 行 う 総 務 ・ 経

理 担 当 １ 名 の ２ 名 体 制 に な っ て い

る 。 本 部 長 に つ い て は ， 出 資 企 業

の 中 か ら の 出 向 者 で あ り ， 総 務 ・

経 理 担 当 に つ い て は ， 中 長 期 的 な

人 材 育 成 が 必 要 で あ る こ と か ら ，

正 規 職 員 と し て 採 用 し て い る 。

 事 業 の 課 題 と し て ， 容 量 拠 出 金 の 支 払 い や 高 負 荷 の 施 設 （ 昼 間 ，

夜 間 と も に 電 力 を 使 用 す る よ う な 施 設 ） へ の 電 力 供 給 ， 脱 炭 素 化

事 業 の 実 施 体 制 の 整 備 等 が 挙 げ ら れ て い る 。 2024 年 度 か ら 開 始 す

る 容 量 市 場 制 度 に お い て ， 全 て の 小 売 り 電 気 事 業 者 を 一 般 送 配 電

事 業 者 が 負 担 す る こ と と な っ て い る 「 容 量 拠 出 金 」 を 支 払 う 必 要

が 発 生 す る 。 Ｎ Ｓ Ｅ の 場 合 ， 試 算 で は 年 間 6,000～ 7,000 万 円 の 拠

出 が 見 込 ま れ て お り ， 2024 年 度 ま で に 十 分 な 内 部 留 保 を 蓄 え て お

く 必 要 が あ る 。 ま た ， 脱 炭 素 化 事 業 の 実 施 体 制 の 整 備 に 関 し て ，

Ｎ Ｓ Ｅ は 市 の 外 郭 団 体 で あ る た め ， 市 の 給 与 水 準 を 超 え な い 等 の

ル ー ル の 制 限 が あ る こ と か ら ， 優 秀 な 人 材 の 確 保 が 難 し い と の こ

と 。  
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実 施 日  視 察 先  視 察 項 目  

４ 月 １ ８ 日  
熊 本 県  

熊 本 市  
駅 周 辺 の ま ち づ く り に つ い て  

 

 熊 本 市 は ， 人 口 約 73 万 7,000

人 ， 面 積 390.32 平 方 キ ロ メ ー ト

ル の 政 令 指 定 都 市 で あ る 。 九 州 新

幹 線 開 業 と 並 行 し て 行 わ れ た 熊 本

駅 周 辺 地 域 の 整 備 に つ い て ， 事 業

の 概 要 や 効 果 を 詳 細 に 説 明 い た だ

い た 。  

 事 業 の 目 的 に つ い て は ， 駅 周 辺

地 域 の 交 通 の 円 滑 化 や 東 西 の 市 街

地 の 一 体 化 ， さ ら に 熊 本 駅 周 辺 地

域 の 都 市 機 能 強 化 を 図 る も の で あ

り ， 県 ， 熊 本 市 ， Ｊ Ｒ 九 州 ， 鉄

道 ・ 運 輸 機 構 の ４ 者 で 協 力 し な が

ら 整 備 が 進 め ら れ た 。  

 昭 和 48 年 に 九 州 新 幹 線 整 備 計 画 が 決 定 し ， 在 来 線 を は じ め と す

る 様 々 な 整 備 計 画 が 策 定 さ れ た 。 平 成 ９ 年 に は 熊 本 県 と 熊 本 市 で

「 Ｊ Ｒ 鹿 児 島 本 線 等 鉄 道 高 架 化 及 び 熊 本 駅 周 辺 地 域 等 の 整 備 に 関 す

る 協 定 」 を 締 結 し ， 相 互 に 連 携 し て 計 画 的 に 取 組 が 進 め ら れ た 。 平

成 16 年 に 九 州 新 幹 線 (新 八 代 ～ 鹿 児 島 中 央 間 ） が 開 業 し ， 翌 年 に は

「 熊 本 駅 周 辺 地 域 基 本 計 画 」 が 策 定 さ れ ， Ｊ Ｒ や そ の 他 民 間 事 業 に

よ る 駅 周 辺 の 整 備 が 次 々 に 進 め ら れ た 。 ま た 平 成 28 年 に 発 生 し た

熊 本 地 震 が 駅 周 辺 の ま ち づ く り に お い て 大 き な 影 響 を 与 え ， 公 共 事

業 だ け で な く ， Ｊ Ｒ 九 州 な ど に よ る 民 間 事 業 に お い て も 防 災 面 を 意

識 す る き っ か け に な っ た と い う 。 下 記 の 図 は ， 駅 周 辺 ま ち づ く り の

各 事 業 費 の 内 訳 で あ る 。  
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 熊 本 駅 周 辺 整 備 事 業 に よ り ， Ｊ

Ｒ 熊 本 駅 の 乗 車 人 数 は 1.5 倍 に 増

加 し ， 九 州 内 ５ 位 に ま で 成 長 ,さ

ら に ， 駅 前 広 場 の 歩 行 者 交 通 量 も

約 11 倍 に 増 加 し て い る 。 こ の よ

う な 行 政 が 主 体 で 実 施 し た 事 業 に

起 因 し ， 民 間 企 業 に よ る 商 業 施 設

や マ ン シ ョ ン 等 の 建 設 も 行 わ れ て

お り ， 熊 本 駅 ビ ル に つ い て は ， コ

ロ ナ 禍 の 2021 年 開 業 と な っ た が ，

2023 年 度 の 売 上 目 標 で あ る 約 280

億 円 を 達 成 し た 。

 整 備 事 業 開 始 以 前 の 熊 本 駅 周 辺 は ， 鉄 道 に よ っ て 道 路 上 の 東 西 が

分 担 さ れ て い た こ と に よ り ， 周 辺 人 口 の 減 少 や 商 業 の 衰 退 な ど ， 熊

本 市 の 主 要 な 拠 点 と し て 機 能 し て い な い 側 面 が あ っ た も の の ， 整 備

後 の 鉄 道 高 架 化 に よ り 大 き な 効 果 が 見 ら れ た 。 例 え ば ， 市 内 15 か

所 の 踏 切 が な く な っ た こ と で 交 通 渋 滞 が 解 消 さ れ ， 本 妙 寺 踏 切 で は ，

１ 日 当 たり 174 分 あ っ た 踏 切 遮 断 時 間 が ０ 分 と な っ た 。 ま た ， 熊 本

駅 高 架 下 の コ ン コ ー ス や 35 か 所 の 交 差 道 路 を 整 備 し た こ と に よ り ，

歩 行 者 の 東 西 間 の 移 動 が ス ム ー ズ に な り ， 利 便 性 や 安 全 性 の 向 上 も

見 ら れ て い る 。 さ ら に ， こ れ ま で に な か っ た 駐 輪 場 を 高 架 下 空 間 に

整 備 し た こ と に よ り ， 放 置 自 転 車 も ０ 台 と な り ， 住 み や す さ が 向 上

し た と い う 。  

 こ の よ う な 快 適 な ま ち づ く り に 成 功 し た こ と で ， 居 住 地 と し て の

魅 力 が 向 上 し ， 子 育 て 世 帯 数 も 徐 々 に 増 加 し て い る 。

 熊 本 駅 周 辺 地 域 で は 民 間 施 設 も

続 々 と 開 業 し ， そ の 結 果 と し て 駅

ビ ル で 約 3,500 人 ， オ フ ィ ス で 約

1,000 人 の 新 た な 雇 用 を 生 み 出 し た 。

経 済 波 及 効 果 に つ い て も ， 建 設 投

資 に よ る 710 億 円 と 商 業 施 設 に よ

る 353 億 円 を 合 わ せ た 約 1,000 億

円 に ま で 昇 っ て い る 。  
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実 施 日  視 察 先  視 察 項 目  

４ 月 １ ９ 日  
福 岡 県  

福 岡 市  
福 岡 市 中 央 卸 売 市 場 の 取 組 に つ い て  

 

 福 岡 市 は ， 人 口 約 163 万

3500 人 ， 面 積 343.47 平 方 キ

ロ メ ー ト ル の 政 令 指 定 都 市 で

あ る 。 生 鮮 食 料 品 の 生 産 及 び

流 通 の 円 滑 化 を 図 り ， 市 民 の

食 生 活 の 安 定 を 目 指 す 「 中 央

卸 売 市 場 」 の 役 割 や 市 場 の 状

況 に つ い て 視 察 を 行 っ た 。  

 中 央 卸 売 市 場 は ， 卸 売 市 場 法 に 基 づ い て 開 設 さ れ た も の で ， 衛 生

的 ， 能 率 的 な 設 備 の 下 で 公 正 な 取 引 に よ り 水 産 物 ， 野 菜 ， 果 実 ， 食

肉 等 生 鮮 食 料 品 の 卸 売 を す る 市 場 で あ る 。 福 岡 市 中 央 卸 売 市 場 に は ，

鮮 魚 市 場 ・ 青 果 市 場 ・ 食 肉 市 場 の ３ つ の 市 場 が あ り ， 全 国 各 地 か ら

多 様 な 生 鮮 食 品 が 集 ま っ て い る 。  

 福 岡 市 に お い て は ， 昭 和 13 年 に 市 営 の 青 果 市 場 が 開 場 し た が ，

戦 時 体 制 の 強 化 ， 統 制 等 の た め 市 立 青 果 市 場 は 解 消 と な り ， 中 央 卸

売 市 場 は 実 現 し な か っ た 。 戦 後 の 博 多 漁 港 の 整 備 と と も に ， 市 民 の

食 生 活 の 安 定 を 図 る た め に 中 央 卸 売 市 場 の 整 備 計 画 が 推 進 さ れ ， 昭

和 30 年 ６ 月 に 全 国 で 13 番 目 の 中 央 卸 売 市 場 と し て 鮮 魚 市 場 が 業 務

を 開 始 し た 。 昭 和 34 年 ９ 月 に は ， 屠 畜 場 を 併 設 し た 食 肉 市 場 が 開

場 ， 翌 年 に は 市 内 ４ 社 ８ 市 場 の 青 果 市 場 が 解 散 し 新 会 社 を 設 立 し て ，

長 浜 本 場 の ほ か ５ 分 場 と し て 青 果 市 場 が 開 場 し た こ と で ， 福 岡 市 に

水 産 物 部 ・ 青 果 部 ・ 食 肉 部 の ３ 部 門 の 中 央 卸 売 市 場 が 揃 っ た 。 ま た ，

発 展 を 続 け る 福 岡 市 ・ 都 市 圏 を 中 心 に ， 生 鮮 食 料 品 の 供 給 拠 点 と し

て 重 要 な 役 割 を 果 た し て い く た め ， 昭 和 49 年 ６ 月 に 西 部 市 場 （ 青

果 部 ）， 昭 和 57 年 ７ 月 に 東 部 市 場 （ 青 果 部 ） を 開 設 し た 。  

 鮮 魚 市 場 に お い て は ， 令 和 ３ 年 度 よ り 老 朽 化 し た 施 設 へ の 対 応 や

魚 食 普 及 の 取 組 を 推 進 す る た め ， 機 能 更 新 ・ 向 上 事 業 に 着 手 し て お

り ， 青 果 市 場 に お い て も ， 将 来 に わ た る 安 定 供 給 を 目 指 し ， 平 成
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28 年 ２ 月 12 日 に 移 転 開 場 し た 。 ま た ， 食 肉 市 場 に お い て は ， 平 成

12 年 ４ 月 に 高 度 の 衛 生 管 理 シ ス テ ム を 備 え た 食 肉 市 場 を 移 転 開 場

し ， 食 肉 市 場 と し て 日 本 初 の ISO9001 を 取 得 す る 等 ， 高 度 な 品 質 管

理 と 衛 生 管 理 に 取 り 組 ん で い る 。

 中 央 卸 売 市 場 に は 集 荷 ， 価 格 形 成 ， 分 荷 ， 代 金 決 済 ， 情 報 受 発 信

等 の 役 割 が あ り ， 市 長 の 認 定 を 受 け た 卸 売 業 者 や 仲 卸 業 者 ， 卸 売 業

者 と の 取 引 に 参 加 す る 売 買 参 加 者 ， 買 出 人 ， 市 場 内 の 店 舗 そ の 他 の

施 設 を 使 用 し 業 務 を 営 む 関 連 事 業 者 ， 市 場 内 業 務 の 指 導 監 督 を 行 う

開 設 者 (福 岡 市 ） ら が 携 わ っ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福 岡 市 中 央 卸 売 市 場 は 、 市 民 に 生

鮮 食 料 品 を 安 定 的 に 供 給 す る と と も

に 、 九 州 の 農 水 産 物 の 集 散 拠 点 で あ

り 、 販 売 、 加 工 な ど と も つ な が る 社

会 イ ン フ ラ と し て の 役 割 を 果 た す た

め 、 活 力 あ る 中 央 卸 売 市 場 の 運 営 に

向 け 、 消 費 拡 大 に 向 け た 市 場 開 放 イ

ベ ン ト の 開 催 、 集 荷 対 策 と し て の 生

産 地 と の 連 携 、 販 路 拡 大 に 向 け た 場  

内 事 業 者 の 輸 出 促 進 な ど 、 市 場 関 係 者 の 支 援 に 取 り 組 ん で い る 。  

 特 に 鮮 魚 市 場 で は 、 平 成 ８ 年 を ピ ー ク に 取 扱 量 が ４ 分 の １ ま で 減

少 し 、 市 場 を 維 持 す る 上 で 課 題 が あ る と 認 識 し て お り 、 市 場 の 強 み

を 活 か し た 魚 食 普 及 を 推 進 す る た め 、 施 設 の 機 能 更 新 と あ わ せ た 活

性 化 施 設 の 整 備 に も 取 り 組 ん で い る 。  


